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対象

締切

【地域高齢者交流サロン】（月１回以上開催）
　地域団体が運営する、地域の高齢者の誰もが参加でき、介護予防を目的に多様な活動
　（レクリエーション、歌、運動、情報交換等）を行う通いの場
【地域介護予防拠点】（週１回以上開催）
　地域高齢者交流サロンの内、いきいき百歳体操などの運動を中心とした
　介護予防に取組む通いの場

令和6年４月26日（金）必着

『令和6年度地域高齢者交流サロン運営事業・
地域介護予防拠点整備促進事業補助金』について
『令和6年度地域高齢者交流サロン運営事業・
地域介護予防拠点整備促進事業補助金』について

広島型地域運営組織「ひろしまＬＭＯ(エルモ)」とは？

詳細は、広島市ホームページ「令和6年度地域
高齢者交流サロン事業・地域介護予防拠点整
備促進事業実施団体の募集」をご覧ください。

　「広島市地域コミュニティ活性化ビジョン」※に基づく「新たな協力体制」として広島市
が認定する地域を代表する組織をいいます。概ね小学校区を活動範囲として、地区社会
福祉協議会、連合町内会・自治会等が中心となって、地域団体、NPO、企業等の多様な
主体が連携体制を作り、持続可能な地域コミュニティの実現に向けて、地域課題の解決
等に取り組みます。（LMO：Local Management Organization（地域運営組織）の略）
※広島市地域コミュニティ活性化ビジョン：将来にわたり、地域コミュニティの活
　動が持続可能なものになるよう、広島市において令和４年２月に策定した地
　域コミュニティの活性化に関するビジョン
詳しくは、広島市社会福祉協議会ホームページ 広報紙・刊行物サイト内

「ひろしまLMO取組事例集」をご覧ください。

大町大町 学区 ～「ここ　大町で　豊かなくらしを」～

安安 学区
広島市内から車で30分、安川の清流に沿って10の町内会、自治会があり、従来からある平地と開発された団地で構成されたアストラムラインや県道が通る地域です。

～　さしいまち　　みやすいまち～や す

大町のびのびサロン

●毎月第1・3月曜日　13:30～

　大町集会所にて、レクリエー
ションや地 域 包括 支 援セン
ターによる講演、近隣保育園の
子どもさんとの交流など♪

てくてく大町歩こうや！

●毎月第4金曜日　14:00～

　大町集会所集合後、緑道公
園やお寺などを散策！
　区外へのお出かけもありま
すよ～♪

ぜひ
交流してみませんか？

　安集会所（安ふれあいセンター）2階に事務所を
おき、毎週月～金9:00~12:00にスタッフが常駐し
ています。気軽に雑談ができる場となっています。

やすLMO（やすエルモ）が立ち上がりましたね。

　ICT推進事業、夏休みの子どもの居場所作り、安
の花田植えのぼり旗再利用プロジェクト他、地域
課題の解決や大規模イベントの企画・実施に取り
組みます。
　地域の新たな担い手発掘と活躍の場の提供に
力を入れ、若い力で地域の活性化を目指します！！

　ひまわり広場は地域の人、認知症の方とその家
族、民生委員、地域包括支援センター等認知症に
様々な形で関わる人たちが集まって認知症への正
しい理解を深めながら楽しいひと時を過ごす場所
です。お気軽にお越しください（第３月開催）
“安小学校区内の方を対象としています”

大町学区社協の拠点窓口でお話を伺いました。
窓口スタッフになられたきっかけを教えてください♪

アストラムラインやJRの駅、バスターミナルがある利便性の高さの中にも、豊かな緑と美しい水のある地域です。

これからへの思いを教えてください

野地地域福祉推進委員（中央）・森田会計（右）

　まずは拠点窓口をみなさん
に知ってもらい、気軽に寄って
いただける場にしたいです。
　地域情報発信の場、そして、
みなさんと一緒にこころほぐれ
るなごみの場にしていきたいな
と思います

西山さん

　集会所に用があり立ち寄ったところ、“窓口のスタッフになっ
てもらえんかね”と声をかけてもらいました。他の地域から引越
してきたので、あまり地域の方との関わりがなかったのですが、
スタッフを始めてから地域のみなさんと話すきっかけができま
した。少しずつ地域のことを知っていっています  　

ひまわり広場（認知症カフエ）が開催されています！

火・木・金曜日の9時30分～12時大町集会所2階でお待ちしております
��

学区社協の事務所について教えて下さい

井村事務局長　　  塚本会長

エルモ事務局員の皆さん

2月のひまわり広場で
折り紙のおひなさまを

作りました
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ボランティアセンター通信ボランティアセンター通信ボランティアセンター通信ボランティアセンター通信安 佐 南 区
新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止を図るため、今後、本誌掲載の催しなどが中止になる可能性があります。詳しくは申込み先にお問合せください。

子育て・サークル相談子育て・サークル相談 安佐南区くらしサポートセンター安佐南区くらしサポートセンター
第4水曜日　10：00～12：00

所在地 広島市安佐南区中須１－３８－１３
安佐南区総合福祉センター５階

電　話 ０８２－８３１－１２０９
時　間 8：30～17：15

　様々な理由により生活に悩みや不安を感じている方の相談窓口です。
　『長い間仕事から離れていて、なかなか仕事が見つからない』、『家計のやり
くりが難しい』、『借金を抱えて生活が苦しい』などの相談をお受けしています。

　安佐南区社会福祉協議会では、生活上のあらゆる困りごと、悩みごとについての相談を
お受けしています。お気軽にご相談ください。

先輩ママ“MaMaぽっけ”による子育ておしゃべ
りの場です。はじめての子育て、仲間づくりを応
援しています。また、子育てサークルのことや子
どものこと、ママ、パパたちの悩みなどの相談に
のっています。ママ、パパの気分転換にどうぞ!

金銭トラブル、不動産、家庭問題、遺産相続など
分かりにくい法律の疑問に弁護士がお答えします。

広島市安佐南区社会福祉協議会
TEL ：082-831-5011

まごころに感謝します
～寄附は地域を支える第一歩～
寄附についてのご案内

皆さまからの温かいご支援が、福祉の向上への大きな力になります。
お寄せいただきました寄附は、下記の事業に使わせていただきます。

皆さまからあたたかいご寄附をいただきました。厚くお礼申しあげます。
お寄せいただいた善意は地域福祉のため、有効に活用させていただきます。

（令和5年８月１日～令和６年3月5日　―受付順―）
●一般寄附　　コベルコ建機㈱　様
●物品寄附　　信用組合広島商銀古市支店　様　上村　昌弘　様
　　　　　　　酒井　和眞　様　 立川　元英　様

　「赤い羽根共同募金」は、地域福祉活動や高齢者・障がい者・子育て支援等に
役立てられています。また、大規模な災害が発生した際、被災地を応援するため
にも使われています。
　この度、赤い羽根共同募金にご協力・ご尽力をいただいた多くの皆さまにお礼
申しあげるとともに、安佐南区でともに生活する皆さま
がお互いに支え合えるまちづくりのため、今後とも共同
募金へのご協力をよろしくお願いいたします。

赤い羽根共同募金へのご協力のお礼

令和5年度共同募金実績額 (安佐南区)
令和6年
2月29日現在12,703,517 円

　２月２０日～２３日の４日間にわたり、日替わりで福祉体験コーナー、ボランティアグループ・団
体による自主製品販売、パネル展示、子ども食堂や防災の座談会などを通し、交流を深めました。
　最終日の２月２３日（祝）はステージ発表や子どものあそび
場を開き、賑やかなふれあいの１日となりました。
　４日間で多くの方の来場があり、子どもから大人まで楽しめ
て、地域でのつながりを持っていただけるお祭りとなりました。
また、期間中にスタンプラリーを実施し、来場日数に合わせて
豪華景品を用意し、盛況のうちに閉幕しました。

令和5年度安佐南区ボランティアまつり～今年も楽しく　つながる「わ」～が開催されました。

緑道公園のベンチをきれいにしよう～企業と地域の協働で子どもたちのペンキ塗り体験企業貢献

　皆さまより心温まる義援金にご協力いただきましたこと、心より感
謝申しあげます。広島市共同募金委員会では、引き続き「令和６年能
登半島地震災害義援金」を受け付けております。募金方法につきまし
ては、右記ＱＲコードをご確認いただきますようお願いいたします。

義援金受入れ状況（中央共募扱い分） （令和６年２月時点）

名　称

令和５年６・７月大雨災害義援金

令和６年能登半島地震災害義援金

令和５年７月１９日～
令和６年３月２９日
令和６年１月５日～
令和６年６月２８日

受付終了

受付中

11,122円

410,216円2

1

募集期間 募集状況 義援金額（安佐南区）

●地域福祉活動　　　 ●障がい者福祉活動
●ひとり親福祉活動　 ●ボランティア活動

　11月3日に安川緑道公園内ベンチのペンキ塗りを行い、約30名の小学生が参加しまし
た。当日は、古市学区社協や子ども会等構成団体の方で子どもたちの安全の見守りや声か
け、塗装工事業を行う中須一丁目の㈱八紘の方には子どもたちの先生として塗り方を教え
るなどサポートいただきました。地域と企業が連携してイベントを盛り上げ、公園内はワイ
ワイととてもにぎやかな雰囲気に包まれました。笑顔と活気にあふれた子どもたち、楽し
い思い出とともに公園を大切に使おうと思う心が芽生えたことと思います。思わず目に留
まるかわいいベンチが完成したので、是非一度足を運んでみてください♪

無料弁護士相談

ご寄附をいた
だいたプルタブや
ペットボトルキャップ
等は学区社協や事業
所へ寄贈、車いすやワ
クチンの交換に役立
てていただいて
おります。

災害義援金における協力のお礼と
受入れ状況のご報告


